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語
訳 

 

①

蒼 さ
う

然 ぜ
ん
タ
リ 

両
片

 

ノ 

石 
 

②

厥

 

そ
ノ

状  

怪 

且

 

ツ 

醜 

訳
：
①
古
び
て
い
る
。
二
つ
の
石
。 

②
そ
の
形
状
は
奇
怪
で
、
そ
の
う
え
醜
悪
だ
。 

 

③
ａ

俗
用

 

ニ  

無
レ

所
レ

堪
 

フ
ル 

 
④

時
人 

  

嫌

 

ヒ
テ 

不
レ

取

 

ラ 

訳
：
③
世
俗
の
実
用
に
は
役
立
つ
こ
と
が
で
き
な
い
の
で 

④
世
の
人
々
は
（
そ
の
石
を
）
嫌
っ
て
手
に
取
ろ
う
と
も
し
な
い
。 

 

⑤

結

 

ビ

レ

従

 

よ
リ

ニ 

胚 は
い

渾 こ
ん
ノ

始

 

メ

一 
 

 

⑥

得
レ

自
 

よ
リ 

ニ

洞
庭

 

ノ

口
ほ
と
り

一 

訳
：
⑤
（
石
は
）
天
地
創
造
の
初
め
か
ら
凝
結
し
て
お
り
、 

⑥
（
私
は
）
太
湖
に
浮
か
ぶ
洞
庭
の
水
際
か
ら
手
に
入
れ
た
。 

 

⑦

万
古

 

ヨ
リ  

ｂ

遺
ニ

水
浜
一 

 

⑧

一
朝

 

ニ
シ
テ 

入

 

ル

ニ

吾

 

ガ

手

 
 

ニ

一 

訳
：
⑦
（
こ
の
石
は
）
大
昔
か
ら
（
長
期
間
）
、
水
辺
に
取
り
残
さ
れ
て
お
り
、 

⑧
あ
る
朝
、
（
短
期
間
で
）
私
の
手
に
入
っ
た
。 

 

⑨

担
舁 よ

シ
テ  

 

来 き
た
シ

ニ

郡
内

 

ニ

一 
 

⑩

洗

刷

 

シ
テ  

去

 

ル

ニ

泥
垢 こ

う
ヲ

一 

訳
：
⑨
力
を
合
わ
せ
て
担
い
で
、
（
石
を
私
の
）
公
舎
に
運
び
入
れ
、 

⑩
こ
す
っ
て
洗
い
、
泥
や
汚
れ
を
落
と
し
た
。 

  

か
い  

か     

し
ゅ
う 

じ
じ
ん 

 

ば
ん
こ           

の
こ
サ
レ 

す
い
ひ
ん
ニ 

い           

て 

う 

ク 



⑪

孔 あ
な 

黒

 

ク 
  

煙
痕 

深

 

ク 
  

⑫

罅 ひ
び 

青

 

ク 
 

苔
色 

厚

 

シ 
訳
：
⑪
（
石
に
あ
る
）
穴
は
黒
く
、
深
く
ま
で
煤
け
て
い
る
よ
う
で
、 

⑫
（
石
に
あ
る
）
ひ
び
は
青
く
、
厚
く
苔
が
生
え
て
い
る
よ
う
だ
。 

 

⑬

老
蛟 か

う  

蟠

わ
だ
か
ま
リ
テ

作
 

な
リ

レ

足

 
 

ト 
 

⑭

古
剣 

 

挿

さ
し
は
さ
ミ
テ

為

 

ル

レ

首

 
 

 

ト 

訳
：
⑬
（
石
の
下
部
は
）
老
い
た
竜
が
と
ぐ
ろ
を
巻
い
て
台
座
を
作
り
、 

⑭
（
石
の
上
部
は
）
古
剣
が
突
き
刺
さ
っ
て
頭
の
形
と
な
っ
て
い
る
。 

 

⑮

忽

 
 

 

チ 

疑

 

フ 
 

天

上

 

ヨ
リ

落

 

ツ
ル
カ
ト 

 

⑯
ｃ

不
レ

似
ニ 

人
間

 
 

ニ

有

 

ル
ニ

一 

訳
：
⑮
ふ
と
疑
っ
た
の
は
、
（
こ
の
石
は
）
天
上
か
ら
落
ち
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と 

⑯
（
こ
の
）
人
間
世
界
に
あ
る
も
の
と
は
思
え
な
い
。 

 

⑰

一

 
 

ハ 

可

 

ク

レ  

支

 

フ

ニ

吾

 

ガ

琴

 

ヲ

一 
 

⑱

一

 
 

ハ 

可

 

シ

レ   

貯
 

 
 

フ

ニ

吾

 

ガ

酒

 

ヲ

一 

訳
：
⑰
一
つ
（
の
石
）
は
私
の
琴
を
立
て
掛
け
る
こ
と
が
で
き
、 

⑱
も
う
一
つ
（
の
石
）
は
私
の
酒
を
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

⑲

峭 せ
う

絶  
 

高

 

サ

数
尺 

 
 

⑳

坳
泓

あ
う
わ
う  

 

容 い
ル
ル
コ
ト

一
斗 

訳
：
⑲
（
琴
の
台
に
す
る
石
は
）
切
り
立
っ
て
い
て
、
高
さ
は
数
尺
あ
り
、 

⑳
（
酒
の
樽
に
す
る
石
は
）
く
ぼ
み
が
深
く
、
一
斗
（
も
の
酒
が
）
入
る
。 

 

㉑

五
絃 
 

倚

 

よ
セ

ニ

其

 

ノ

左

 

ニ

一 
  

㉒

一
杯 

  

置

 

ク

ニ

其

 

ノ

右

 

ニ

一 

訳
：
㉑
五
弦
の
琴
を
、
そ
の
左
（
の
石
）
に
立
て
か
け
、 

㉒
一
杯
の
盃
を
、
そ
の
右
（
の
石
）
に
置
い
た
。 

え
ん
こ
ん 

 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
  

 
 
 
 
  

た
い
し
ょ
く 

あ
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
  

  
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
  

 
 
 
 
  

か
う
べ 

た
ち
ま 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
  

 
 
 
                       

じ
ん
か
ん 

い
ち                         

                 

い
ち               

た
く
は 

い
っ
と 

 



㉓

窪 わ

樽 そ
ん  

 

酌

 

メ
ド
モ

未

 

ダ

レ

空

 
 

シ
カ
ラ 

 

㉔

玉
山 

  

頽 く
づ
レ
テ

已

 
 

ニ

久

 

シ 
訳
：
㉓
（
大
き
な
石
の
窪
み
を
利
用
し
た
）
酒
樽
か
ら
は
、 

い
く
ら
（
酒
を
）
汲
ん
で
も
、
ま
だ
空
に
な
ら
ず
、 

㉔
（
私
は
）
酔
い
つ
ぶ
れ
て
も
風
格
を
保
ち
つ
つ
、
も
う
長
い
時
が
経
っ
た
。 

 

㉕

人 

皆  

有

 

リ

レ

所
レ

好
 

ム 
  
 

㉖

物 

各  

ｄ

求
ニ

其
偶
一 

訳
：
㉕
人
は
皆
（
そ
れ
ぞ
れ
に
）
好
み
が
あ
り
、 

㉖
物
（
つ
ま
り
こ
の
二
つ
の
石
）
も
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
（
好
み
の
）
友
を
求
め
る
も
の
だ
。 

 

㉗

漸

 
 

 

ク 

恐

 

ル  

少
年

 

ノ 

場 
 
 

㉘
ｅ

不
レ

容
ニ 

垂
白

 

ノ

叟 そ
う
ヲ

一 

訳
：
㉗
だ
ん
だ
ん
と
、
（
私
は
）
恐
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
若
者
た
ち
の
集
ま
る
場
で
、 

㉘
白
髪
の
老
人
（
で
あ
る
私
）
を
受
け
入
れ
て
く
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
。 

 

㉙

廻 め
ぐ
ラ
シ
テ

レ

頭

 
 

 

ヲ 

問

 

フ

ニ

双
石

 

ニ

一 

㉚
ｆ

能

 

ク

伴

 
 

フ
ヤ

ニ 

老
夫

 

ヲ

一

否
 

ヤ 

訳
：
㉙
頭
（
の
向
き
を
）
を
（
石
の
方
に
）
回
し
て
、
二
つ
の
石
に
尋
ね
る
。 

㉚
「
（
石
よ
、
お
前
た
ち
は
私
と
い
う
）
老
人
を
友
に
で
き
る
か
、
ど
う
か
」
と
。 

 

㉛

石
雖

 

モ

レ  

不

 

ト

レ

能

 

ハ

レ

言

 

フ 
  

㉜

許

 

シ
テ

レ

我

 

ヲ  

為 た
ラ
シ
ム

ニ

三
友
一 

訳
：
㉛
石
は
（
何
も
）
言
う
こ
と
が
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、 

㉜
私
を
（
二
つ
の
石
と
で
）
三
人
の
友
と
な
る
こ
と
を
許
可
し
て
く
れ
た
。 

 

む
な 

 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 

ぎ
ょ
く
ざ
ん 

 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 

す
で 

も
の 

お
の
お
の    

も
と
ム  

そ
ノ 

ぐ
う
ヲ 

や
う
や 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
  

 
 
 
 
 
 

じ
ょ
う               
ざ
ル
ヲ 

い
レ 

か
う
べ 


